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  1  ．論考の内容は、日本及び世界の高等教育研究に寄与しうるものとし、かつ、当分の間、編集委員会が、編集上の
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  3  ．論考は未発表のものに限る。ただし、口頭発表及びその配布資料はこの限りでない。
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〈日本語の場合〉
・A4版用紙を縦位置で使用し、横書きとする。








・フォントは Times New Romanとし、サイズは 12ポイントとする。
  8  ．原稿 1部を編集委員会に提出する。また、別紙として、氏名（ふりがな）、所属（職名その他を含む）、連絡先（郵
便番号、住所、電話番号）、希望区分（研究論文、研究ノート、実践報告のいずれか）を記入した用紙を添付する。
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